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第 2 章では， U-Ti一0 三元系についての相平衡に関する研究を行い， 10000Cにおける平衡相状態を
明らかにし，得られた結果に基づき，チタンー酸素固溶体の酸素ポテンシャルについて考察しているO
また，チタンと核燃料の両立性の観点から高速炉におけるチタンの利用について検討している。




第 4 章では，核分裂生成物テルルを対象に7000Cで、の Ti-Te-O 三元系の相関係についての測定結果
から，その等温断面図を示し，また， 7000C におけるチタンテルル化物の熱力学的安定性，特に， その
酸素に対する化学的安定性について相安定線図により検討しているo 更に，高速炉燃料ピン中でのチタ
ンとテルルとの反応性について熱力学的考察を行っている o











第 7 章では， ジルコニウムー酸素固溶体の水素同位体溶解度を測定した結果をまとめるとともに， 700 



















酸素の影響を調べている O その結果から Ti-O-H 並びに Zr-O-H 三元系等温断面図を推定し，また，
低圧での水素同位体溶解度データから希薄溶体モデルを用い水素同位体の部分モル量の評価と溶解度に
与える同位体効果についても考察し，チタン及びジノレコニウムを核融合炉トリチウム燃料サイクルで使
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用する場合極めて重要な意味を持つ水素同位体溶解度について，酸素不純物の障害効果に関する実験式
を提示している。
以上のように本論文は，チタン及びジルコニウムを核分裂炉及び核融合炉の材料として利用する上で
の重要な基礎データを示すとともに，それらの利用に際しての問題点等の具体的な検討をしており，原
子力工学分野に貢献するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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